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    ＊ Strasburger及びHappelによるフランクフルト医科大学でのデータ
    ＊ 患者数数百名以上（実数は資料からは不明）





































































● 1mol = 6 x 1023個=6千億x1兆個






































































































But scientists say products don't offer any health benefits
By Yuri Kageyama
AP business writer
      TOKYO — Gadget-loving Japan is hooked on a new fad — 
hairdryers, air conditioners and other electronic goods that some 
buyers swear deliver the soothing mood lifts of negative ions, those 
invisible bits of matter swarming under waterfalls and trees.
Wednesday, June 19, 2002
  "It's similar to a cult religion," said Hisakuni Sato, a professor of analytic 
chemistry at Yokohama National University. "A waterfall feels good 
because the air is clean, trees are nearby, the temperature is cool — the 
total environment of nature."
      There are simply no empirical data to back up any positive health 




Akihiko Oiwa, spokesman for Sanyo Electric Co., which makes fans and 
air conditioners that scatter negative ions, said manufacturers feel 
pressured to add the latest features to woo consumers.








Kazuhiko Zushi, supervisor of marketing at Matsushita, stresses that his 
company only tells buyers the machines release negative ions, which are 
plentiful in natural settings, but stops short of claiming health gains.
      "We are not selling a medical product," Zushi said. "If scientists one 
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名誉理事 村上　和雄 筑波大学　名誉教授
名誉理事 江本　勝 ㈱アイ・エイチ・エム総合研究所　所長
船井幸雄：「オカルトビジネスのドン」（「カルト資本主義」齋藤貴男）　⇒次々回
　　この人の本は頭がクラクラしてきます（科学的にむちゃくちゃなので）。
　　しかし、信奉者は非常に多い。
村上和雄：もともとはちゃんとした科学者。高血圧に関する遺伝子研究で有名。
　　船井系に近づく。ＩＤ理論（Intelligent Design）の推進に（結果的に）手を貸してしまっている。
　　ＩＤ理論は創造科学の焼き直し。
　　創造科学は聖書の記述を絶対化したアメリカ発のキリスト教原理主義。「学校で進化論を
　　教えるな」などの主張をしてきた。
　　創造科学から宗教色を取ったものがＩＤ理論。ただし、事実上、「神」を「偉大なる知性」に
　　置き換えただけ。
江本勝：「水からの伝言」首謀者。「波動」を軸に、ニセ科学を浸透させている急先鋒。
　　「水伝」は、現在全国の小(中）学校の道徳などで教える教師が多く、問題視されつつある
　　⇒次回
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「マイナスイオン」まとめ
● 「マイナスイオン」とは、正体のはっきりしない物質。
● 人体にどのような影響を与えるか、わかっていない。
► 集塵、除電には効果があるかも？
● 効果のよくわからないものを、科学的に証明されたかのよ
うに扱い、宣伝するのは「ニセ科学」
► 効果があるならストレートにそれをうたえばよい。「マイナス
イオン｣という「言葉」を使うことがどういう意味を持つのか、
考えなければならない
► その意味で「未科学」という人もいる
● 大企業・マスコミの責任をどう考えるか。
● プラシーボでもなんでも効けば良い、個人の自由？
► 本当の病気が悪化しないか
► 結果的にニセ科学の蔓延に手を貸すことになる
41
次回
● 「波動」系の一つの典型、「水からの伝言」について考えま
す。
► 教育現場に持ち込まれており、問題が大きい
● 実は、現代社会における企業のあり方とも関わっています
が、残念ながらそこまでは触れられないかと思います。興
味のある人は、「カルト資本主義」（齋藤貴男、文春文庫）
を見てください。
● 情報社会において科学リテラシーを身につけることの重要
性の本質がわかるのではないか、と思います。
